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第２回　時に命の危険につながる「SOGIハラ」「アウティング」被害

一般社団法人
fair代表理事

松岡 宗嗣

　

第
１
回
で
「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法

（
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
）」

に
お
い
て
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
」「
ア
ウ
テ
ィ

ン
グ
」
が
含
ま
れ
た
こ
と
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
（
ソ
ジ
ハ
ラ
）」

と
は
、Sexual O

rientation

（
性

的
指
向
）
とG

ender Identity

（
性
自
認
）、
頭
文
字
を
と
っ
て

〝
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
〞
に
関
す
る
侮
蔑
的
な

言
動
を
表
し
ま
す
。
性
的
指
向
と

は
、
恋
愛
や
性
的
な
関
心
が
ど
の
性

別
に
向
く
か
向
か
な
い
か
を
表
す
要

素
で
、
性
自
認
は
、
自
分
の
性
別
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
を
表

し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
の
代

表
的
な
例
と
し
て
は
、「
お
前
オ
カ

マ
み
た
い
だ
な
」「
レ
ズ
は
男
を
知

ら
な
い
だ
け
だ
ろ
う
」「
ホ
モ
は
気

持
ち
悪
い
」
と
い
っ
た
侮
蔑
的
な
言

動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

「
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
、
本
人

の
性
の
あ
り
方
を
同
意
な
く
第
三
者

に
暴
露
し
て
し
ま
う
行
為
で
す
。
例

え
ば
「
◯
◯
さ
ん
は
元
女
性
な
ん
だ

っ
て
」「
◯
◯
さ
ん
っ
て
ゲ
イ
な
ん
だ

よ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
本
人
の
同

意
な
く
、
同
僚
な
ど
に
勝
手
に
伝
え

て
し
ま
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
識
な
い

　

こ
う
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
の
中
で
見
聞
き
し
た
こ

と
が
あ
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

連
合
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

職
場
で
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
を
見
聞
き
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
全
体
の
２
割
強

で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
」
が
身
近
に
い
る
人
に
絞
る
と
、

そ
の
割
合
は
約
６
割
に
上
昇
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
残
念
な
が
ら
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
を
身
近
に
感
じ

て
い
な
い
人
た
ち
の
多
く
は
、
こ
う

し
た
行
為
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
認
識

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

居
場
所
う
ば
う
行
為

　

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
や
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

は
、
時
に
セ
ッ
ト
と
な
り
、
当
事
者

を
追
い
詰
め
て
し
ま
う
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
府
の
病
院
に
勤
務
す
る
看
護

助
手
の
女
性
が
、
出
生
時
に
割
り
当

て
ら
れ
た
性
別
が
男
性
だ
っ
た
こ
と

を
上
司
に
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
同

僚
か
ら
「
気
持
ち
悪
い
」
な
ど
と
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
を
受
け
、
病
院
で
飛
び

降
り
自
殺
を
図
っ
た
事
件
が
２
０
１

９
年
に
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
女
性
は
病
院
を
相
手
取
り
提
訴

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
や
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
は
場
合

に
よ
っ
て
は
命
の
危
険
に
つ
な
が
る

深
刻
な
問
題
な
の
で
す
。

　

「
お
前
ホ
モ
み
た
い
だ
な
」
と
い

っ
た
侮
蔑
の
被
害
は
、
実
は
必
ず
し

も
ゲ
イ
や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

当
事
者
だ
け
で
な
く
、
性
的
〝
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
〞
の
男
性
も
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
性
の
あ
り
方

の
人
で
あ
っ
て
も
性
的
指
向
や
性
自

認
に
基
づ
く
差
別
や
偏
見
に
よ
る
被

害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
す

べ
て
の
職
場
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●●くんって
女っぽくて
キモくない？

本人の許可なくSOGIを公表（アウティング）

あの子、
ホモって
知ってた？

性的指向（SO）・性自認（GI）に関する
ハラスメント例　　　　　　　　   　

差別的な言動や嘲笑

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

医
療
・
職
場
の

医
療
・
職
場
の

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で

８ ．「か強診」と関連付けされた「歯科疾患管理料の長期管理加算」「エナメル
質初期う蝕」および「SPT」の算定項目は、全歯科医療機関が同じ条件で
取り組めるように再編・整理すること。上記の趣旨から、施設基準は人員、
設備等の基準を設けなければ、安全性や水準が保持できないことが明確な場
合などに限定すべきである。

【要望理由】2016年改定で導入された「か強診」は「歯管に＋120点の長期管
理加算」、「エナメル質初期う蝕管理加算」、「SPTⅡ」が算定できる。「か強
診」については、施設基準と関連付けされた上記の点数項目（医療の質）に関
連性がなく、同じ医療行為であっても請求点数に差があるなど、患者や医療従
事者にとって理解しにくい評価となっている。
　SPT、Ceまたはう蝕多発傾向者に対する処置など、どの医療機関でも提供
できる技術を施設基準の算定実績にしているが、臨床経験によって安全性を確
保する外科手術などとは性質を異にしており、算定実績を増やしても「か強
診」との関連性が担保されるものではない。さらに、施設基準の要件を増やし
たことで、むしろ矛盾が拡大し、地域格差や医療機関格差を生じさせるなどの
問題を引き起こしている。例えば、長期管理の第一歩ともいえる小児期からの
継続管理に貢献してきた小児歯科が「か強診」のシステムから閉ざされ、初期
う蝕（＋260点）算定の道を事実上閉ざされたことはまさにその象徴である。
また、人口減少で歯科衛生士の確保が困難な地域で、在宅医療などの地域医療
に取り組む医療機関は評価の対象外になる可能性が高い。
　上記の観点から、CeやSPTなどの処置行為は「か強診」から外し、かかり
つけ歯科医として、う蝕や歯周病に対し重症化予防に取り組む場合は、全国ど
の医療機関でも同じ評価とすべきである。切れ目のない長期維持管理の評価
は、届出医療の有無で振り分けるのではなく、歯科医療機関間の診療情報の提
供・共有など、行為を個別に評価すべきである。同様の趣旨から、施設基準は
人員、設備等の基準を設けなければ、安全性や水準が保持できないことが明確
な場合などに限定すべきである。

９ ．同一初診中「１歯につき」とされている算定単位については、起因病名の
治療の完結をもって終了する取り扱いとし、治癒に導くための治療内容や治
癒後から再発までの期間に特段の制限を設けないこと。

【要望理由】例えば、長期管理中の修復済歯の再度の充形が審査上で狭く解釈
されてKPに査定されるなどの取り扱いが起こっている。また、再度の感染根
管処置については2018年改定で緩和措置が取られたものの、加圧根充や補綴後
６カ月などの厳しい規制があり、根の状態など個別のケースに配慮されたもの
にはなっていない。早急に改善すべきである。

2020年歯科診療報酬改定にかかる改善および
2022年歯科診療報酬改定に向けた改善要望⑤

勤
務
地
・
住
所
地
変
更
届
が

勤
務
地
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所
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要
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不
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75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
化
撤
回
署
名

Ｍ
Ｉ
Ｄ
の
考
え
方
を
解
説

コ
ロ
ナ
補
助
金
な
ど

大
歯
・
山
本
氏　

初
期
う
蝕
の
診
断
な
ど

経
税
部　

確
定
申
告
で
学
習
会

同一厚生局管轄内での保険医登録感染防止支援に関する各種補助金の実績報告書の感染防止支援に関する各種補助金の実績報告書の
締め切りは４月10日　　　　　　　　　　　  　締め切りは４月10日　　　　　　　　　　　  　

■医療分100万円
・実績報告書（Excel）は右のQRコードからダウンロードしてください。
・手書き用実績報告書が必要な方
（ 概算払いの場合）返信用封筒（Ａ４サイズが折らずに入る大きさ・210円切手
貼付、宛先記入）と医療機関等コード、申請番号、施設名称を記載した用紙
（様式自由、『実績報告のご案内』のコピー可）を同封し郵送する

【 郵送先】〒540-8570大阪市中央区大手前２丁目１番22号府庁本館５階　大
阪府感染症対策課　病院支援グループ支援金担当宛

（精算払いの場合）実績報告書は府から順次郵送されます。

概
算
払
い

概
算
払
い
精
算
払
い

精
算
払
い

■医療分追加補助25万円
・ 実績報告書（Excel）は右のQRコードからダウンロードしてください。
・ 手書きの実績報告書が必要な方は協会事務局（TEL06-6568-7731）にお問
い合わせください。

■介護分
・実績報告書は府から順次郵送されます。記載方法は右のQRコードを参照。 協会へお送りください

２月生涯研修

め
る
治
療
が
中
心
だ
っ
た
保

存
修
復
学
は
、
歯
質
と
歯
髄

の
保
存
を
重
視
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｄ

（Minimal Intervention 
Dentistry

：
最
小
限
の
侵
襲

に
よ
る
修
復
治
療
）
へ
と
変

遷
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
」
と
強

調
。「
う
蝕
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
日
本
歯
科
保
存
学

会
）
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
る

Ｍ
Ｉ
Ｄ
の
考
え
方
を
紹
介
し

た
。

　

エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
山
本

氏
は
そ
の
診
断
と
管
理
、
非

切
削
で
の
対
応
を
解
説
。
保

険
請
求
上
の
考
え
方
、
算
定

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
山
本
氏
は
象
牙
質

う
蝕
へ
の
切
削
に
よ
る
対
応

と
し
て
、
▽
初
発
性
う
蝕
に

対
す
る
検
査
と
診
断
と
切
削

介
入
の
判
断
▽
中
等
度
の
深

さ
の
象
牙
質
う
蝕
に
お
け
る

う
蝕
の
除
去
範
囲
▽
深
在
性

う
蝕
に
お
け
る
歯
髄
保
護
▽

露
髄
の
可
能
性
の
高
い
深
在

性
う
蝕
へ
の
対
応
▽
臼
歯
部

に
お
け
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
修
復
の
有
用
性
▽
補
修

の
有
用
性
―
―
を
そ
れ
ぞ
れ

解
説
し
た
。

　

根
面
う
蝕
へ
の
対
応
で

は
、
高
齢
期
患
者
の
予
防
と

　

確
定
申
告
で
注
意
す
る
ポ

イ
ン
ト
や
、
令
和
２
年
度
の

改
正
点
に
つ
い
て
学
ぼ
う

と
、
医
科
・
歯
科
の
経
税
部

は
２
月
23
日
、
協
会
税
理
士

団
の
西
村
博
史
氏
を
講
師
に

講
習
会
を
共
催
し
、
11
人
が

参
加
し
た
。

　

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告

で
は
、
基
礎
控
除
や
給
与
所

得
控
除
の
変
更
、
公
的
年
金

控
除
の
引
き
下
げ
、
ひ
と
り

親
控
除
の
創
設
な
ど
多
く
の

変
更
が
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
、
様

々
な
補
助
金
・
支
援
金
が
実

施
さ
れ
た
が
、
基
本
的
に
課

税
扱
い
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

申
告
す
る
時
期
に
つ
い
て
注

意
が
必
要
だ
。

　

雇
用
調
整
助
成
金
や
感
染

拡
大
防
止
等
支
援
金
な
ど
は

特
定
の
経
費
に
対
す
る
補
助

金
で
あ
る
た
め
、
確
定
申
告

で
は
令
和
２
年
中
に
支
出
し

た
当
該
経
費
に
対
応
す
る
収

入
の
み
を
計
上
し
、
申
告
す

る
こ
と
に
な
る
。

多
発
性
根
面
う
蝕
の
進
行
抑

制
剤
等
を
解
説
し
た
。

　

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
保

険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
省
令
が
改

正
さ
れ
、
２
０
２
１
年
２
月
10
日
か
ら
同
一
地
方
厚

生
（
支
）
局
内
で
勤
務
地
・
住
所
地
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
、「
保
険
医
・
保
険
薬
剤
師
管
轄
地
方
厚

生
（
支
）
局
内
の
管
轄
事
務
所
等
変
更
届
」
の
提
出

が
不
要
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
異
動
の
あ
っ
た
日
が
21
年
２
月
10
日
以
前

で
あ
っ
て
も
提
出
は
不
要
。

　

臨
床
学
術
部
は
２
月
21

日
、「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
〜
近
年
の
保
存
修
復
治

療
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
研
修

講
座
を
開
い
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
用
い
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会
と

し
て
開
催
し
、
山
本
一
世
氏

（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
保
存

学
講
座
主
任
教
授
）
を
講
師

に
35
人
が
参
加
し
た
。

　

山
本
氏
は
、「
削
っ
て
う

「
保
存
修
復
学
は
、
歯
質
と
歯
髄

の
保
存
を
重
視
し
た
最
小
限
の
侵

襲
に
よ
る
修
復
治
療
へ
と
変
遷
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
」
と
語
る
山
本
氏

＝
２
月
21
日
、
保
険
医
会
館

　お手元に記入済み用紙が
ありましたら、協会までご
郵送願います。


